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エンドユーザーライセンス規約への同意と署名のお手続きに関して 

 

 
IDEA データベースをご使用いただくには、IDEA エンドユーザーライセンス規約（IDEA 

エンドユーザーライセンス規約）をお読みいただいて、ご同意の上、ご署名いただくことが必

要です。 

 
記入方法 

1. 「IDEA エンドユーザーライセンス規約同意書」を良くお読みください。 

2. 内容にご同意いただける場合は、お名前、組織名、お役職、ご署名、日付、メールの６ 項

目をご記入ください。（ご署名欄以外はゴム印でも結構です） 

3. 今後サステナブル経営推進機構より、IDEA データベースに関連する製品やサービスの

ご案内を e-mail でお送りしてもよい場合は、チェックボックス（□）に承諾のチェッ

クをお入れください。 

4. ライセンス申込みに併せてサステナブル経営推進機構までご返信ください。

返信先： PDF の送付先 メールアドレス lca@sumpo.or.jp 

 
お問い合わせ先 

一般社団法人サステナブル経営推進機構 

東京都千代田区内神田一丁目14 番 8 号 KANDA SQUARE GATE  

電話：03-5577-7582 

e-mail： lca@sumpo.or.jp 

mailto:lca@sumpo.or.jp
mailto:lca@sumpo.or.jp
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IDEA エンドユーザーライセンス規約への同意と署名 

 
 

私は IDEA エンドユーザーライセンス規約（IDEA エンドユーザーライセンス

規約）を読んでその内容と条件を完全に理解し、同意します。 

 
□ 今後サステナブル経営推進機構及び関連組織より、IDEA データベースに関

連する製品やサービスのご案内を e-mail で送信することを許可します。 

 
お名前：   

 

組織名：   

 

お役職：   

 

日 付：   

 

電 話：   

 

メール：   
 

 

 

ご署名（自署）もしくはご捺印：   
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IDEA エンドユーザーライセンス

規約 

 

本規約への同意 
IDEA データベースをご使用される 

にあたって、以下のエンドユーザー

ライセンス規約を注意深くお読みく

ださい。IDEA データベースをご使

用になることで、本規約に全面的に

同意をしたものとみなします。本規

約の全ての項目に同意をされない場

合にはただちに IDEA データベー

スのご使用を停止してください。 
 

用語の定義 
▪ 「本規約」は本エンドユーザー 

ライセンス規約を指し、「IDEA 

データベース」を使用するにあ

たっての同意内容を定めた文章

です。 

▪ 「IDEA データベース」はデータ

ベースを構成する全ての LCI デ

ータセットとそのデータセット間

のリンク、マニュアルやデータセ

ットの内容について記述したメタ

データを指します。 

▪ 「エンドユーザー」は「IDEA デ

ータベース」の使用を許諾された

個人もしくは法人です。 

▪ 「サステナブル経営推進機構」は

「IDEA データベース」の使用を

「エンドユーザー」に許諾するラ

イセンスを発行する法人です。 

▪ 「再販者」は「サステナブル経

営推進機構」から許諾を受け 

て、「IDEA データベース」の使

用許諾ライセンスを「エンドユ

ーザー」に販売する個人もしく

は法人です。 
 

著作権 
IDEA データベース、または、全て 
のコンテンツ、即ち特定のデータ

セット、マニュアル、デザイン、

ソフトウエア、テキスト、画像イ

メージ等（こららに限定するもの

ではない）はサステナブル経営推

進機構及びその他の権利者が所有

しており、国際著作権条約によっ

て保護されています。 

ライセンスを取得したエンドユー

ザーは本規約で定める条件に従っ

た IDEA データベースの使用を許

諾されただけであり、なんら所有

権や権利の移転を意味するもので

ないことに同意するものとしま 

す。 

ライセンスの許諾 

エンドユーザーが本規約に全面的に

同意し、サステナブル経営推進機構

が認める価格表に従ってサステナブ

ル経営推進機構もしくは再販者へ必

要な対価が支払われていることを条

件に、サステナブル経営推進機構は

エンドユーザーに、IDEA データベ

ースの特定バージョンを非独占的に

使用することを許諾したライセンス

を発行します。ライセンス（「サプ

ライヤーライセンス」を除く）は、

管理用のシリアルコードとして発行

され、譲渡不可とします。 
 

保証の排除と責任の制限 
エンドユーザーは自己の責任にお 

いて IDEA データベースを使用す

るものとします。IDEA データベー

スから得られる情報や素材は「入手

できる現状のまま」の状態で提供さ

れており、いかなる暗黙的、明示的

な保障もされておらず、適用される

法律によって認められる最大限まで

その責任を制限をされるものとしま

す。また、IDEA データベースを使

用することによって生じるリスクは

エンドユーザーが完全に負うものと

します。IDEA データベースの使用

や提供される情報からエンドユーザ

ー又は第三者に生じた一切の損害、

一般的な損害、特別な損害、付随的

損害、結果的損害、一過性の損害に

ついてサステナブル経営推進機構及

びIDEA データベースのその他の権

利者は一切責任を負わないものとし

ます。 

更にサステナブル経営推進機構は

以下の内容を一切保障しないと同

時に、以下の内容に基づいてエン

ドユーザー又は第三者が被った損

害についても一切責任を負わない

ものとします。 

1. IDEA データベースで提供されて

いる情報が正しく、完全で、間違

いがなく、最新であること。 

2. IDEA データベースで提供される

サービスや機能やプログラムが正

しく動作することや、見つかった

不具合が修正をされるこ 

と。 

3. IDEA データベースで提供される

情報、機能、プログラム、API が

一貫性を持って運営をされ、変更

されないこと。 

4. バージョン間で互換性が保たれ

ること。 

5. 後継バージョンが提供されるこ

と。 

使用者の権利及び制限事項 

エンドユーザーが IDEA データベ

ースを使用するにあたっての権利

及び制限事項は取得したライセン

スの種類によって定められるもの

とします。ただし、別途サステナ

ブル経営推進機構とエンドユーザ

ーの間で特定条件で書面による合

意が形成された場合はその条件に

従うものとします。 
 

標準エンドユーザーライセンス： 
「標準エンドユーザーライセン 

ス」を取得したエンドユーザー 

は、自身の組織のために算定を行

う場合や、自身の研究遂行を目的 

とした場合に限り、IDEA データベ

ースをLCA のケーススタディに何

度でも使用することができます。1 

つの「標準エンドユーザーライセン

ス」あたり、同一の部署や研究室、

研究グループ等に属する人が同時に 

1 人だけ IDEA データベースを使用

できるものとします。ただし、エン

ドユーザーが自身の組織外の第三者

より依頼を受け（国や地方自治体の

実施する事業は含まない）、その依

頼を完遂することを目的として 

IDEA データベースを使用する場合

には、別途、その依頼者の組織毎に

「標準エンドユーザーライセンス」

を取得する必要があります。 

 
無制限エンドユーザーライセン
ス： 
「無制限エンドユーザーライセン 

ス」を取得したエンドユーザー 

は、複数の組織よりLCA のケース

スタディを実施する依頼を受け 

（国や地方自治体の実施する事業は

含まない）、依頼元の組織が標準エ

ンドユーザーライセンスを所有して

いなくとも、その依頼を完遂する目

的で IDEA データベースをご使用

になれますが、依頼元に対し、

IDEA データベースの数値を再配布

することは禁じられていま 

す。また、「無制限エンドユーザー

ライセンス」は、ライセンスを取

得した組織に属するユーザーであ

れば、何名でも同時に IDEA デー

タベースを使用でき、その場合の

組織の範囲は、原則として法人単

位とします。ただし、民間企業の

場合は同一企業・グループ企業 

（持分法適用会社、一部上場企業

は除きます。）、大学の場合は研究

室または講座とします。 

「無制限エンドユーザーライセン

ス」を取得した組織は、自組織の

サプライチェーンにおけるLCA の

ケーススタディを実施する場合に

限り、必要な IDEA データベース 
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の数値をサプライヤーに対して開

示することが出来ます。ただし、

サプライヤーに対して開示を行う

組織は、サプライヤーに対し、事

前に本規約への同意と署名を行わ

せ、ライセンスを発行する法人に

同意書を提出する必要がありま 

す。その上で、サプライヤーは 

「サプライヤーライセンス」に従っ

て IDEA を使用できるものとしま

す。また、IDEA データベースの数

値をサプライヤーに対して開示した

組織は、そのサプライヤーが本規約

に従って IDEA を使用することに

ついて全責任を負うものとします。 

 
単年度公共事業用エンドユーザー
ライセンス： 
「単年度公共事業用エンドユーザ 

ーライセンス」を取得したエンドユ

ーザーは、国や地方自治体が実施す

る事業において、当該事業の実施に

かかわる LCA のケーススタディを

行う場合に限り、IDEA データベー

スを使用することができます。1 つ

の「単年度公共事業用エンドユーザ

ーライセンス」あたり、事業の委託

を受けた組織に属するユーザーのう

ち、同時に 1 人だけが IDEA デー

タベースを使用できるものとしま

す。ただし、当該事業に複数の組織

が参加し、それぞれの組織毎に

LCA のケーススタディを行う場合

には、その組織毎に別途、「単年度

公共事業用エンドユーザーライセン

ス」を取得する必要があります。ま

た、ライセンスが有効な期間は 1 年

間で、原則として当該事業が実施さ

れる会計年度とします。複数年の事

業で IDEA データベースを複数年

間使用する場合にはその年数に相当

する単年度公共事業用エンドユーザ

ーライセンスを取得する必要があり

ます。 

 
単年度公共事業用無制限エンドユ
ーザーライセンス： 
「単年度公共事業用無制限エンド

ユーザーライセンス」は「単年度

公共事業用エンドユーザーライセ

ンス」と同じ目的及び期間でご使

用になれます。事業の委託を受け

た組織に属するユーザーであれば

何名でも同時 IDEA データベース

を使用できます。また、当該事業

に参加している組織向けのLCA ケ

ーススタディをいくつでも行うこ

とができますが、これらの組織に

対して IDEA データベースの数値

を再配布することは禁じられてい

ます。 

 
教育用エンドユーザーライセン
ス： 
「教育用エンドユーザーライセン 

ス」を取得したエンドユーザー 

は、教育目的で、学生に対する講

義や、博士課程以下の学生が自身 

の論文や研究において LCA のケー

ススタディを行う場合に限り、

IDEA データベースを使用すること

ができます。ただし、科研費や学振

等の国の予算や、民間企業から委託

受けて行う研究等を実施する目的の

場合には、別途「標準エンドユーザ

ーライセンス」を取得する必要があ

ります。1 つの「教育用エンドユー

ザーライセンス」あたり、ライセン

スを取得した研究室又は同一講座に

属する学生のうち同時に 1 人だけが 

IDEA データベースを使用できるも

のとします。 

 
教育用無制限エンドユーザーライ
センス： 
「教育用無制限エンドユーザーラ 

イセンス」は「教育用エンドユー

ザーライセンス」と同じ目的でご

使用になれます。また、同じ研究

室又は単一講座に属している学生

であれば、同時ユーザー数の制限

はなく、学生の LCA のケーススタ

ディをいくつでも行うことができ

ます。 
 

サプライヤーライセンス： 
「サプライヤーライセンス」は、 

「無制限エンドユーザーライセン

ス」を保持したエンドユーザーから

インベントリデータの提供依頼があ

った場合のみ取得することができる

ライセンスで、依頼を受けた組織

は、IDEA を使用して算定した結果

を依頼元へ回答する目的でのみ 

IDEA を使用することができます。

IDEA を使用して算定した結果を、

依頼元とは別の組織へ提供すること

や、自社の取り組みとして発表する

等、依頼元へ回答する以外の目的で

使用する場合には、別途「標準エン

ドユーザーライセンス」を取得する

必要があります。発行可能なサプラ

イヤーライセンス数の上限は100ラ

イセンスとします。複数の無制限エ

ンドユーザーライセンスを保持して

いる場合でもサプライヤーライセン

スの発行数の上限に変更はありませ

ん。サプライヤーライセンスの配布

は2024年3月末までとします。IDEA

を使用した算定結果の分析や依頼元

とサプライヤーとのコミュニケーシ

ョンでのIDEAの利用は2024年3月末

までとします。2024年4月1日以後は

依頼元の責任でサプライヤーにおい

てはサプライヤーライセンスを破棄

していただきます。その他の協議事

項については、必要に応じて個別契

約で定めることとします。 

特殊ライセンス： 
「特殊ライセンス」を取得したユ 
ーザーは、別途「特殊ライセン 

ス」毎に交わされる個別契約で定め

る範囲内で IDEA データベースを

使用することができます。 

エンドユーザーの責任と行動 
エンドユーザーは IDEA データベ 

ースを自身が所在する各地域、都道府

県、国、国際的な法律、法 令、条令

に従って使用するものとします。ま

た、サステナブル経営推進機構から書

面による許可がない限り以下の行為を

一切禁止します。 

1. 当データベースの一部もしくは

全部を販売したり、再配布する

こと。 

2. 公表を含め、当データベースの

一部もしくは全部を複製して第

三者に提供すること。なお、再

配布には報告書等に IDEA デー

タベースに含まれるデータセッ

トの入出力フローの値や特性化

結果を掲示することも含まれま

す。 

3. IDEA データベースの複製、コピ

ー、解読、再配布、変更、出 

版、脆弱性の攻撃を行うこと。 

4. IDEA データベースのサービスの

提供を妨害、又は中断させるた 

めの全ての試み。 
 

プライバシー 
サステナブル経営推進機構はユー 

ザーの皆様の個人情報をお預かり

しています。これらの情報の取り

扱いについてはサステナブル経営

推進機構のプライバシーポリシー

をご参照ください。 

ライセンスの管理 
エンドユーザーは以下に示す内容 

に合意して IDEA データベースの

ライセンス及びシリアルコードを

管理するものとします。 

1. ライセンス及び発行されたシリ

アルコードに付随する権利を自

分以外の者へ販売、貸与、譲渡

しないこと。 

2. 発行されたシリアルコードの管

理はエンドユーザーの責任下に

おいて行うこと。 

3. 発行されたシリアルコードに関

して生じた問題については、エ

ンドユーザーがその責任を負う

こと。 

4. サステナブル経営推進機構はい

つ何時でも、どのような理由で

も、その独自の判断で特定のラ
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イセンスの使用を停止するこ

とができる権利を保有するこ

と。 
 

本規約の翻訳 
サステナブル経営推進機構は本規 
約の英語版の翻訳を提供するこ

とがありますが、エンドユーザ

ーはこれらの翻訳がエンドユー

ザーの便宜を図ることを目的と

したものであることを理解し、

日本語版の本規約が優先される

ことに同意をします。 

 

本規約の変更 

サステナブル経営推進機構は本

規約をエンドユーザーへ通知す

ることなく、いつでも変更でき

るものとします。 本規約変更後

も IDEA データベースをご使用

になることで、本規約に全面的

に同意をしたものとみなします。

このドキュメントの最終更新日

時は2023年10月12日です。 

 

関係の終了 

サステナブル経営推進機構は､

その独自の判断で、エンドユー

ザーがIDEA データベースへアク

セスをする権利の一部又は全部

を制限する 権利を有します。ま

た、本規約の 一部または全部を

解除し､終了させる権利も有し

ます。 

 

準拠法、裁判管轄 

サステナブル経営推進機構は日

本の東京都に本部をおいていま

す。 本規約の適用は、日本国法

に準拠 するものとし、IDEA デ

ータベースに起因して生じる全

ての法的問題 の解決は日本国東

京都地方裁判所 を第一審の専属

的合意管轄裁判所 とします。 

 


